
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和元年５月１４日（火） ９：０３～９：１７ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

石 田 真 敏 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

山 下 貴 司 国務大臣（法務大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（外務大臣） 

柴 山 昌 彦 国務大臣（文部科学大臣） 

根 本 匠 国務大臣（厚生労働大臣，内閣府特命担当大臣） 

𠮷 川 貴 盛 国務大臣（農林水産大臣） 

世 耕 弘 成 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

石 井 啓 一 国務大臣（国土交通大臣） 

原 田 義 昭 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

岩 屋 毅 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

渡 辺 博 道 国務大臣（復興大臣） 

山 本 順 三 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

宮 腰 光 寛 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

平 井 卓 也 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

片 山 さつき 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

鈴 木 俊 一 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣） 

陪 席 者：西 村 康 稔 内閣官房副長官 

野 上 浩太郎 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

横 畠 裕 介 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

〇一般案件 ２件 

〇国会提出案件 ２件 

○公布（条約）    １件 

○公布（法律）    ７件 

○政令        ３件 

○人事        ５件 

いずれも，案件表のとおり，決定となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，野上副長官から御説明申し上げます。 

○野上内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，「日・中社会保障

協定」の効力発生のための公文の交換について，御決定をお願いいたします。本協

定は，昨年の臨時国会で承認を得たものであります。あわせて，本協定を公布する

ことについて，御決定をお願いいたします。 

次に，「ルクセンブルク国」及び「ブルネイ国」駐日特命全権大使の接受に御裁可

を仰ぐことについて，御決定をお願いいたします。本件は，５月１６日，信任状捧

呈の予定であります。 

次に，質問主意書に対する答弁書２件について，お手元の資料のとおり，御決定

をお願いいたします。 

次に，法律の公布について，御決定をお願いいたします。「建築物のエネルギー消

費性能の向上に関する法律の一部改正法」外６件が，１０日の参議院本会議におい

て，可決成立したものであります。 

次に，政令３件について，御決定をお願いいたします。まず，「平成３０年５月２

０日から７月１０日までの間の豪雨及び暴風雨による災害についての激甚災害並

びにこれに対し適用すべき措置の指定に関する政令の一部を改正する政令」は，同

期間の豪雨及び暴風雨による激甚災害について，雇用保険法による求職者給付の支

給に関する特例の適用期間を本年１１月１９日まで６か月間延長するものであり

ます。 

次に，「電気通信事業法及び国立研究開発法人情報通信研究機構法の一部改正法

の一部の施行期日令」は，同改正法のうち，電気通信番号ニーズの増大に対応する

ための電気通信番号計画及び電気通信番号使用計画に係る制度の新設等に関する

規定の施行期日を本年５月２２日と定めるものであります。 

次に，「計量単位令の一部を改正する政令」は，国際度量衡総会の決議に従い，キ

ログラム等の計量単位の定義を変更すること等の措置を講ずるものであります。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，厚生労働大臣政務官新谷正義に，

第７２回世界保健総会日本政府代表を命ずることについて，御決定をお願いいたし

ます。 

次に，裁判官人事といたしまして，判事兼簡易裁判所判事に任命するもの外２件

について，御決定をお願いいたします。 

次に，大槻良夫外１９７名の叙位，叙勲又は紺綬褒章授与について，御決定をお

願いいたします。 

次に，件名外の人事案件について，申し上げます。令和元年春の叙勲４，２２６

名，外国人叙勲１４２名を５月２１日に発令することについて，それぞれ御決定を

お願いいたします。なお，発令日までの間に死亡した候補者につきましては，死亡

日の日付で勲章を授与することとし，また，勲章を授与することがふさわしくない

事由が生じた候補者につきましては，その発令を留保することとしております。報
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道関係の取扱いにつきましては，５月２１日午前５時から報道解禁となっておりま

すので，特に御留意いただきますようお願いいたします｡これらのことに関連いた

しまして，後程，内閣官房長官から御発言があります。 

〇菅国務大臣：次に，私から令和元年春の叙勲及び外国人叙勲について，申し上げま

す。 

  令和元年春の叙勲及び外国人叙勲の候補者については，厳正な審査を経てお手元

に配付の資料のとおりとなりました。これらの候補者につきましては，閣議で御決

定いただいた後，天皇陛下の御裁可を仰いだ上で，来る５月２１日に発令する運び

となっております。 

これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

環境大臣から２件御発言がございます。 

〇原田国務大臣：まず，本年４月２９日から５月１０日まで，スイス・ジュネーブに

おいて開催されたバーゼル条約の締約国会議の結果について御報告します。 

廃プラスチックによる海洋汚染が世界的な課題となっていることを踏まえ，我が

国は，ノルウェーと共同で，廃プラスチックを条約の規制対象とする旨の附属書改

正提案をしていたところですが，無事に採択されました。 

  引き続き，国内のプラスチック資源循環体制の整備を行うとともに，世界のプラ

スチック資源循環施策をリードしてまいります。 

  次に，気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）第４９回総会の結果について

申し上げます。先週，京都で気候変動に関する政府間パネル総会が開催され，各国

の温室効果ガス排出量の算定ガイドラインが改定されました。これは，パリ協定の

実施を支える重要なものであり，京都議定書が生まれた地でその改定が行われたこ

とを高く評価します。 

 私も，会合終盤に京都に赴き，門川京都市長と共に，２０５０年頃までに温室効

果ガスの排出の実質ゼロを目指す「京都アピール」を発表しました。 

今後，６月のＧ２０までに長期戦略を策定し，脱炭素社会の実現に向けた取組を

加速してまいる所存です。 

○菅国務大臣：ほかに御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和元年 

５月 14日 

◎ 一 般 案 件
 ○ 社 会 保 障 に 関 す る 日 本 国 政 府 と 中 華 人 民 共 和 国 政

府 と の 間 の 協 定 の 効 力 発 生 の た め の 外 交 上 の 公 文
の 交 換 に つ い て （ 決 定 ）       （ 外 務 省 ）

☆ ル ク セ ン ブ ル ク 国 特 命 全 権 大 使 ピ エ ー ル ・ フ ェ リ
ン グ 外 １ 名 の 接 受 に つ い て （ 決 定 ） （ 同 上 ）

◎ 国 会 提 出 案 件
1. 衆 議 院 議 員 柚 木 道 義 （ 無 ） 提 出 刑 法 に お け る

○ 性 犯 罪 規 定 並 び に 性 的 暴 力 及 び 児 童 虐 待 へ の
対 応 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て
（ 決 定 ）            （ 法 務 省 ）

1. 参 議 院 議 員 川 田 龍 平 （ 立 憲 ） 提 出 国 際 協 力 銀
行 が 融 資 を 決 定 し た ベ ト ナ ム ・ バ ン フ ォ ン 第
一 石 炭 火 力 発 電 事 業 に 係 る 国 際 ル ー ル 違 反 等
に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て
（ 決 定 ）            （ 財 務 省 ）

◎ 公 布 （ 条 約 ）
☆ 社 会 保 障 に 関 す る 日 本 国 政 府 と 中 華 人 民 共 和 国 政

府 と の 間 の 協 定 （ 決 定 ）       （ 外 務 省 ）

◎ 公 布 （ 法 律 ）
1. 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 に 関 す る

☆ 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 決 定 ）
1. 大 学 等 に お け る 修 学 の 支 援 に 関 す る 法 律

（ 決 定 ）
1. 特 許 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 決 定 ）
1. 民 事 執 行 法 及 び 国 際 的 な 子 の 奪 取 の 民 事 上 の

側 面 に 関 す る 条 約 の 実 施 に 関 す る 法 律 の 一 部
を 改 正 す る 法 律 （ 決 定 ）

1. 電 波 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 決 定 ）
1. 電 気 通 信 事 業 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律

（ 決 定 ）
1. 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律

（ 決 定 ）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
な し

資 料
な し

資 料
な し

〔 別 添 〕
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◎ 政  令 

○ 平 成 ３ ０ 年 ５ 月 ２ ０ 日 か ら ７ 月 １ ０ 日 ま で の 間 の 

豪 雨 及 び 暴 風 雨 に よ る 災 害 に つ い て の 激 甚 災 害 並 

び に こ れ に 対 し 適 用 す べ き 措 置 の 指 定 に 関 す る 政 

令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 決 定 ） 

（ 内 閣 府 本 府 ・ 財 務 ・ 厚 生 労 働 省 ） 

〃  ○ 電 気 通 信 事 業 法 及 び 国 立 研 究 開 発 法 人 情 報 通 信 研 

究 機 構 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部 の 施 行 期 日 

を 定 め る 政 令 （ 決 定 ）        （ 総 務 省 ） 

〃  ○ 計 量 単 位 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 決 定 ） 

                     （ 経 済 産 業 省 ） 

 

◎ 人  事 

 ○ 厚 生 労 働 大 臣 政 務 官 新 谷 正 義 に 第 ７ ２ 回 世 界 保 健 

総 会 日 本 政 府 代 表 を 命 ず る こ と に つ い て （ 決 定 ） 

☆ 篠 田 賢 治 外 ３ 名 を 判 事 兼 簡 易 裁 判 所 判 事 等 に 任 命 

し ， 判 事 池 田 光 宏 を 願 に 依 り 免 ず る こ と に つ い て 

（ 決 定 ） 

☆ 元 京 都 府 公 立 学 校 長 大 槻 良 夫 外 １ ９ ７ 名 の 叙 位 ， 

叙 勲 又 は 紺 綬 褒 章 授 与 に つ い て （ 決 定 ） 

 
 

〔 ○ 署 名 あ り  ☆ 署 名 な し 〕 

資 料  
あ り  

資 料  
な し  

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  
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◎ 人  事 

○令和元年春の叙勲について（決定） 

〃  ○令和元年春の外国人叙勲について（決定） 

 

 

〔○署名あり  ☆署名なし〕 

 

 

 

資 料  
あ り  

令 和 元 年  
５ 月 14 日  

（ 火 ）   件 名 外 案 件  
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